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運 会動

坂
下
東
小
学
校
の
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
み
ん
な
が
主
役
泣
く
な
負
け
る
な
あ

き
ら
め
る
な
か
が
や
く
勝
利
に
一
直
線
！
」

で
す
。
時
に
は
笑
顔
、
時
に
は
と
て
も
悔

し
い
表
情
で
演
技
に
取
り
組
ん
で
い
る
児

童
た
ち
の
表
情
は
と
て
も
輝
い
て
い
ま
し

た
！

2



大運動

坂
下
南
小
学
校
の
今
年
の
テ
ー
マ
は

「
ベ
ス
ト
を
つ
く
せ　

仲
間
を
信
じ　

全

力
疾
走
！
」
で
す
。
そ
の
言
葉
の
と
お
り

児
童
た
ち
一
人
一
人
が
真
剣
に
、
ま
た
協

力
し
て
演
技
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
！
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政策財務課　政策企画班からのお知らせ

第
五
次
会
津
坂
下
町
振
興
計
画

後
期
基
本
計
画
策
定

後
期
基
本
計
画
策
定

「
好
き
！
す
き
！
ば
ん
げ
！
２
万
人
へ
の
挑
戦
」を
目
指
し
て

町
で
は
、
第
五
次
会
津
坂
下
町
振
興
計
画
・
後

期
基
本
計
画
の
策
定
を
始
め
ま
し
た
。

第
五
次
会
津
坂
下
町
振
興
計
画
（
前
期
基
本
計

画
）
の
策
定
か
ら
４
年
が
経
過
し
、
そ
の
間
の
東

日
本
大
震
災
の
発
生
や
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進

行
な
ど
、
社
会
情
勢
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
が

必
要
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
方
向
性
を
定
め

る
も
の
で
す
。

後
期
基
本
計
画
は
、
第
五
次
振
興
計
画
の
「
み

ん
な
で
地
域
を
つ
く
る
」
の
基
本
理
念
を
継
承
し

な
が
ら
、
今
後
５
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
大
切
な
計
画
で
す
。

現
在
、
町
民
の
方
29
名
で
組
織
す
る
「
後
期
基

本
計
画
策
定
委
員
会
（
渡
部
栄
子
委
員
長
）」
や

庁
内
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。

住み続けられるまち立地条件が良い

ゴミの分別が
しっかりしている

親切な人が多い
人が温かい

医療機関が多い

若い女性に
魅力のあるまち

生活に必要な店舗
は十分ある

立地条件が良い
子育てにやさしい
（医療費・幼稚園無料）

地域づくりが活発

教育施設が充実
保育所も幼稚園も

知恵と力

魅力向上 魅力向上

【交流】
・田舎暮らし体験
・魅力ある人
・農産物が豊富
・コメが美味しい

【産業の振興】
・農作物のブランド化
・町の魅力の発信
・地元高校との連携

知恵と力

食の教育

みんなで高齢者
を見守れる

老若男女が
生きがいを持てる

地
域
へ
の
愛
着
の
高
揚

地
域
へ
の
愛
着
の
高
揚

老後
子育て
結婚
定住

近所付き合いができ
助け合える

少さなコミュニ
ティーでも暮ら
していける町　

後
期
計
画
策
定
委
員
会
で
は
、『
町
の
将
来
像
』
を
描

き
な
が
ら
、
町
が
、
今
後
取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
【
第
２
回
検
討
委
員
会

 

　

Ｃ
グ
ル
ー
プ
の
町
の
将
来
像
か
ら
】　
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○
振
興
計
画
と
は

　

町
が
策
定
す
る
す
べ
て
の
計
画
の
基
本
と
な

る
、
行
政
運
営
の
総
合
的
な
指
針
と
な
る
計
画

で
、
基
本
構
想
・
基
本
計
画
・
実
施
計
画
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

振
興
計
画
の
ほ
か
に
、
具
体
的
な
政
策
に
つ

い
て
、
振
興
計
画
に
沿
っ
て
定
め
る
「
分
野
別

計
画
（
国
土
利
用
計
画
な
ど
）」
が
あ
り
ま
す
。

振興計画
（10年）

基本計画
（５年）

実施計画
（３年）



産業課　農林振興班からのお知らせ

公社へ

貸付

農地の貸し借り等が
新しい制度に変わります

～ 「人・農地プラン」の話し合いの中で農地中間管理機構を活用して
       地域内の農地利用の再編を進めましょう。～

○農地の規模拡大をしたい人は、 
借り手の公募に応募して借入を！

○自分で農地を耕作できない人は、 
農地中間管理機構（福島県農業振興公社）へ貸付を！

参  考　　　　公益財団法人　福島県農業振興公社は、平成26年４月30日に福島県知事より「農地中
間管理事業の推進に関する法律」に定める農地中間管理事業を実施する「農地中間管理機構」の
指定を受けました。

１　農地中間管理機構（福島県農業振興公社）が区域を定めて農地の借り手を公募します。（インタ
ーネット等による。）

　◎公募開始の時期は、平成26年８月の予定
２　借入希望者が応募
３　応募者の公表（公社ＨＰ等での公表）
４　農地を貸したい人は、農地の属する市町村担当窓口へ相談します。
５　貸し手、借り手の調整後、その結果を公告し、貸借が決定します。

【問い合わせ先】産業課　農林振興班 ☎８４－１５０５
農業委員会 ☎８４－１５３４
ＪＡ会津みどり　坂下総合支店営農課 ☎８３－１７９１

貸したい人
・リタイアするので農
地を貸したい等

貸付

農地中間管理機構
（福島県農業振興公社）

公社から

借受借受

借りたい人
・経営規模を拡大した
い。分散した農地を
まとめたい等

※農地の属する市町村
（産業課農林振興班、農
業委員会、ＪＡ会津みど
り坂下総合支店営農課）
担当窓口へ相談してくだ
さい。

※農地を借りたい人は、
機構が行う借り手の公募
に応募してください。

農地の貸し借りの流れ
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